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第一次大戦（1914-1918年）は、その前と後とでヨー
ロッパが大きく変わる大事件でした。直接のきっかけとし
てはオーストリア＝ハンガリー帝位継承者の殺害事件が知
られていますが、ではなぜ開戦することになったのか、政
治指導者たちさえも分からないと述べています。
そこで、開戦直前１カ月間の列強の外交交渉に原因を求

める方法から、19世紀末にさかのぼって同盟体制や貿易
摩擦等に遠因を探る方法まで、様々な観点から研究を行っ
ています。 サライェヴォ事件直前の写真

ヨーロッパ史 近代史 第一次世界大戦

市民や学生向けのヨーロッパ近現代史の講義等
第一次世界大戦の開戦原因の問題だけでなく、ヨーロッパ近現代史の事柄につい

て知見を提供できます。

（実施例）
エスパル教室 河北TBCカルチャーセンターの講座（2016年度）
仙台からの世界史ラジオ エフエムたいはく株式会社（2015-2024年度）
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